
 平成29年度 学校経営計画に対する中間報告書 
 
 石川県立羽咋工業高等学校 

重 点 目 標 具 体 的 取 組 達 成 度 判 断 基 準 集計結果 分析(成果と課題)及び後期の扱い(改善策等) 

１  生徒全員の進路実

現のため、全教職員

が、ＩＣＴ活用やＡＬ

型授業の推進等を掲

げた本校の学習指導

方針(スクールポリシ

ー)のもと、学力スタ

ンダード等を活用し

て、個人として教科と

しての授業改善を実

践するとともに、資格

取得を奨励し、生徒の

学力向上に努める。 

①  思考力・表現力・コミュ
ニケーション力の育成を目
指し、効果的なＩＣＴ活用や
ＡＬ型授業を取り入れた研
究授業や公開授業に取り組
む。 

授業改善に向けた研究授業や公開授業を、年間２回以上取り組ん
だ教師の割合が 
 Ａ ８０％以上 
 Ｂ ６５％以上 
 Ｃ ５０％以上 
 Ｄ ５０％未満 

１学期（７月）までに教諭・講
師２９名のうち実施した人数 
２回： ０名（ ０％） 
１回：１１名（３８％） 
０回：１８名（６２％） 

 公開授業等の取組は年度初めの４月より実施した。教諭・講師２９名のうち１学期に研究授業や
公開授業を１回行った人数は１１名であり、前年度同期と比較して実施が遅れている。今年度も昨
年度に続き、アクティブ・ラーニング型の授業を全教科で進めており、授業参観の際には参観シー
トを活用して授業を評価し、研究協議会を実施し課題を共有している。また、iPadの導入もあり、
映像資料やＩＣＴ機器の積極的な活用を進めている。今後は２学期も引き続き、研究授業や公開授
業等を促し授業改善への取組を働きかけ、学力向上への意識を高めていきたい。 

②  学力向上を図るために教
科の宿題やレポートの出題
方法と回数を工夫するとと
もに、授業と資格取得の補習
指導を通して家庭での学習
習慣を身に付けさせる。 

宿題・レポート・資格取得など、家庭での学習活動について 
 Ａ 十分取り組むことができた 
 Ｂ おおむね取り組むことができた 
 Ｃ あまり取り組むことができなかった 
 Ｄ 全く取り組むことができなかった 

生徒対象に 
６月末にアンケート調査 
 Ａ：３０％ Ｂ：５３％ 
 Ｃ：１６％ Ｄ： １％ 

評価：Ａ・Ｂ合わせて８３％ 

生徒対象アンケート結果は、Ａ・Ｂ合わせて８３％となり、中間評価では判定基準の８０％
をクリアした。前年度同期とほぼ同じ結果であり、授業課題・レポート・資格取得の他、朝・
昼・夜の補習等の成果であると捉えている。しかしながら、他の調査項目の家庭学習時間で「ほ
とんどしなかった」が３７％であり、学校の補習に依存している。後期に多く実施される資格
検定に向けた学習課題も活用しながら、家庭での自発的な学習を習慣づけるように働きかけ、
学力向上につなげたい。 

③  全教員が愛読書を薦めた
り、昼食時の出前図書などの
読書運動を全校的に行い、生
徒に読書の習慣を身に付け
させる。 

個人的な読書、授業や課題研究等の学習で、図書館の書籍を 
 Ａ おおいに利用している 
 Ｂ ある程度利用している 
 Ｃ あまり利用していない 
 Ｄ 全く利用していない 

生徒対象に 

７月にアンケート調査 

 Ａ：２５％ Ｂ：２７％ 

 Ｃ：１９％ Ｄ：２９％ 

評価：Ａ・Ｂあわせて５２％ 

 生徒対象アンケート結果は、Ａ・Ｂ合わせて５２％となり、中間評価では判断基準の５０％
をクリアした。２学期には１・２年生を対象として朝読書を計画しており、今後も生徒たち
の図書館の書籍利用の増加が見込まれる。 
生徒の図書館利用促進及び書籍の貸出し数増加に向け、各教科とも連携をとりながら、今

後も継続的に取り組んでいきたい。 

④  資格・検定取得の説明機
会を増やして受験を奨励す
るとともに、土曜授業や課
外補習を充実させ合格者数
を増加させる。 

１月末での資格・検定試験延べ合格者数が学校全体で  
Ａ ８００人以上 

 Ｂ ７００人以上 
 Ｃ ５５０人以上 
 Ｄ ５５０人未満 

８月末の資格・検定試験合格者数
を検証 
８月末現在では３８６人 

Ｂ評価（７００人）に対する 

達成率５５ ％ 

８月末現在の集計では、資格・検定試験合格者数は３８６人となり、前年度同期より２１人減である
が判定基準であるＢ評価（７００人以上）に対する現時点での達成率は５５.１％であった。今年度より
作成・配付した「資格・検定取得のすすめ」の冊子を利用して、資格・検定試験への意欲を高め、受験
奨励及び補習の充実等により目標を達成するよう努力したい。また、ジュニアマイスターの申請者増加
に向けた取組を各工業科や担任と連携して進めて行きたい。 

⑤  ジュニアマイスターのゴ
ールドおよびゴールド特別
表彰、シルバー、校内顕彰ブ
ロンズの取得を目指し、学校
全体で多くの資格・検定への
挑戦意識を高めて認定者数
を増加させる。 

ジュニアマイスターゴールドおよびシルバーの認定者数が学校全
体で 
 Ａ ８０人以上 
 Ｂ ６５人以上 
 Ｃ ５０人以上 
 Ｄ ５０人未満 

前期（７月）の申請者数を検証 

前期認定者数３２人 

Ｂ評価（６５人）に対する 

達成率４９％ 

前期の集計では、認定者合計は３２人(ゴールド８人、シルバー２４人)となり、前期認定者
数としては、前年度同期の２倍となった。判定基準であるＢ評価に対する達成率は現時点で
４９％であった。２学期は資格・検定の受験機会も多く、合格に向けて生徒への働きかけと
補習の充実により判定基準６５人以上を達成したい。また、１・２年生に申請を促し、学校
全体で「資格・検定のすすめ」を利用しながら挑戦意識を高めて認定者数を増加させるとと
もに、前年度同様ゴールド特別表彰者が多数でるように、難易度の高い資格・検定の受験も
奨励していきたい。 

⑥  インターンシップや地元
企業説明会等により適切な
進路選択を促進させるとと
もに、進路説明会やＬＨなど
で進路に向けた情報提供を
行なう。 

各種進路指導行事・ＬＨなどによる説明や進路情報により、
意識が 
 Ａ たいへん高まった 
 Ｂ ある程度高まった 
 Ｃ あまり変わらない 
 Ｄ 全く変わらない 

生徒対象に 

７月にアンケート調査 

 Ａ：４２％ Ｂ：５４％ 

 Ｃ： ４％ Ｄ： ０％ 

評価：Ａ・Ｂあわせて９６％ 

生徒対象アンケート結果は、意識が高まった割合は、Ａ・Ｂ合わせて９６％となり、判定
基準をクリアしている。前年度同期と比較してほぼ同数である。求人件数が増加しているな
か、今年度の２・３年生の就職希望者は、共に８０％前後に増加した。後期には、２年生の
インターンシップも控え、意識はより高まると予想される。また、今年度も１・２年生を対
象とした“地元で働く卒業生と語る会”や“先輩（大学生）と語る会”も計画している。今
後も時期に見合った進路指導を行い、生徒の進路意識を高めていきたい。 

⑦  進路希望の達成のために
指導の充実を図る。 

 基礎学力の定着を図ると
共に、授業でコミュニケーシ
ョン力を付けさせる工夫を
行う。 

 外部講師による講演や面
接指導、全教員による個別面
談・指導を充実させる。 

朝学習や日頃の学習、面接指導などにより、基礎学力やコミュ
ニケーション力が 
 Ａ たいへんついた 
 Ｂ ある程度ついた 
 Ｃ あまりつかなかった 
 Ｄ 全くつかなかった 

３年生を対象に 
７月にアンケート調査 
 Ａ：４３％ Ｂ：５３％ 
 Ｃ： ４％ Ｄ： ０％ 
評価：Ａ・Ｂあわせて９６％ 

生徒対象アンケート結果、実力がついた割合は、Ａ・Ｂ合わせて９６％となり、判定基準
をクリアしている。前年度同期と比較してＡが４％上昇した。平成２７年度から全学年によ
る朝学習を導入し、学年ごとに振り返り学習等のプリントを毎朝行ってきた。生徒も落ち着
いて取り組んでおり、学校全体として習慣化している。２学期以降も、有意義な取組になる
よう継続させていきたい。また、３年生の就職進学の進路実現に向けて、面接指導等、全教
員協力の下、取り組んでいきたい。 

１回目の就職試験における内定率が 
 Ａ ９０％ 
 Ｂ ８０％以上 
 Ｃ ７０％以上 
 Ｄ ７０％未満 

  

学校関係者評価委員会の評価 

・資格取得について、保護者にいつ何があり、いつ申込みする等の情報がなかなか伝わらない。受ける・受けないは保護者の選択権がなく、子どもに受験するように声をかけられないことが若干あり、
子どもの意思に任されている部分もある。また電気科・建設造形科の受験する数が、やはり少ないような気がするし、電子機械科は十何個も持っているようで、少しばらばらなイメージがある。 

・「求人票一覧」を頂いて、就職先を選択する時に、親が関われた事がすごくうれしい。親の希望を持った上で子どもに選んでもらった。資料により親主導のアドバイスができるので良かった。 
・ジュニアマイスター顕彰者が多いのは、学校の１つの強みだと思う。羽咋工業は１つ上へ出ていると思うので、人間形成の基本も含めて、家庭と連携して子ども達を育てていって欲しい。 
・入学する時に工業に行けば就職も進学も可能なことを前提に入ってきた。学校長の言葉のように「進学もあります。できます。」という点は、やはりこれからもこれきちんと言うべきだと思う。 

学校関係者評価委員会の評価を 

踏まえた今後の改善策 

・見通しを持つことが大事であり、３年間でどういう試験がどの時期にあり、その中で今年１年間だったらどの資格がポイントということを、きちっと最初のところでガイダンスしているが、１回ではな
かなか入っていっていない現状もある。４月に配布した冊子「資格・検定取得のすすめ」の活用を進め、年間計画のようなものを作らせたい。「資格カレンダー（後期用）」を作って配布もしたい。 

・「求人票一覧」の配布について、去年から議論をしながら、今年は保護者配布を実施した。その結果、３者面談等が比較的スムーズにできたという声も多く、今後も継続していきたい。 
・高校３年間で、挨拶や規範意識の醸成、ジュニアマイスター顕彰で自信を付けさせ、企業に入ってからも前向きにきちんとやっていく人材を育てたい。 
・昨年、中学校の保護者から「羽咋工業は進学もできるんですね。話が聞けてとても良かった。」と言われた。ＰＲする時には「もちろん就職に強いが、大学でさらに勉強を進める子もいます。」など、幅広
い可能性を示していきたい。 

 



重 点 目 標 具 体 的 取 組 達 成 度 判 断 基 準 集計結果 分析(成果と課題)及び後期の扱い(改善策等)  
 

２  心身ともに健康で

逞しい（タフな）人づ

くりを目指し、部活動

や生徒会活動の活性

化に努めるとともに、

規範意識を高めいじ

めを見逃さない学校

づくりに努める。 

①  本校の運動部は、県高校
総体・新人大会で団体・個
人とも上位を目指し、高体
連表彰敢闘賞を獲得する。 
 

高体連基準総合得点が 
 Ａ ７５点以上 
 Ｂ ６０点以上 
 Ｃ ５０点以上 
 Ｄ ５０点未満 

県総体６月末集計結果 

  ７０.０点 

評価：Ｂ 

 これまでの県総体の結果、現在の総合得点は７０.０点で１９位である。この結果は、剣道
部男子団体、ヨット部男女の数々の優勝が総合得点獲得に大きな貢献となった。その他にも
ソフトテニス部男子団体３位、相撲部３位、柔道部男子団体・卓球部女子団体のベスト８が
得点を獲得している。今後のラグビー部の最終結果を待ち、最終評価を行いたい。 

②  文化部の重複加入を奨励
し、各部の取組に、生徒が
積極的に活動し、より良い
成果を収める。 

文化部の活動と成果に満足しているか 
 Ａ たいへん満足している 
 Ｂ おおむね満足している 
 Ｃ あまり満足していない 
 Ｄ まったく満足していない 

生徒対象に 

７月にアンケート調査 

 Ａ：３９％ Ｂ：５１％ 

 Ｃ： ９％ Ｄ： １％ 

評価：Ａ・Ｂあわせて９０％ 

 文化部加入者対象アンケートの結果、前年度同期と比較して４％の減少であるが、Ａ・Ｂ
合わせ９０％と多くの生徒が活動や成果に満足していると回答した。今後、文化部は９月末
に行われる羽工祭や高文連各種行事等の発表の場を活かして、より成果が得られるよう生徒
に働きかけていきたい。 

③  生徒会を中心にして行事
への参画意識を高め、生徒
が自主的に活動する行事に
する。 

生徒会行事に満足しているか 
 Ａ たいへん満足している 
 Ｂ おおむね満足している 
 Ｃ あまり満足していない 
 Ｄ まったく満足していない 

生徒対象に 

７月にアンケート調査 

 Ａ：４６％ Ｂ：４８％ 

 Ｃ： ５％ Ｄ： １％ 

評価：Ａ・Ｂあわせて９４％ 

 生徒対象アンケートの結果、Ａ・Ｂ合わせ９４％の生徒が満足していると回答した。前年
度同期と比較してほぼ同数である。今後も生徒会役員を中心とした全校生徒への働きかけや、
日々の委員会活動、各行事の内容を更に充実させていきたい。また、９月末に行われる生徒
会の最大行事である羽工祭では、全校生徒が満足できるように取り組んでいきたい。 

④  規範意識、思いやりの心
を育むため、規範意識週間
で「読み聞かせ・話し合い
・発表」を行い、より良い
道徳心を身につける。 

本校の教育活動や規範意識週間により、規範意識やいじめ防
止の意識が身についたか 
 Ａ 十分身についた 
 Ｂ 少し身についた 
 Ｃ あまり身についていない 
 Ｄ 全く身についていない 

生徒対象に 

７月にアンケート調査 

 Ａ：５１％ Ｂ：４６％ 

 Ｃ： ２％ Ｄ： １％ 

評価：Ａ・Ｂあわせて９７％ 

生徒対象アンケートの結果、「身についた（Ａ・Ｂ）」と答えた生徒は９７％（昨年同期
９１％）となり、判定基準（８５％）を越えることができた。 
これは教育活動全般の指導に加え、規範意識週間での新しい取組である「全校発表会」が

その一因であると考えられる。いじめ防止について全校に向けて堂々と発表する発表者と、
真剣に聞き入る生徒達の間には、意識の共有が確実にみられた。 
後期も前期の取組を検証し、生徒の言動がより良く変容するよう取り組んでいきたい。 

⑤  保健だよりや集会、ＳＨ
等を利用して、生徒の心身
の健康管理についての意識
の高揚をはかる。 

自分自身の心と体の健康管理について、日頃から意識して生
活しているか 
 Ａ 常に意識している 
 Ｂ ある程度意識している 
 Ｃ あまり意識していない 
 Ｄ まったく意識していない 

生徒対象に 

７月にアンケート調査 

 Ａ：４３％ Ｂ：４９％ 

 Ｃ： ７％ Ｄ： １％ 

評価：Ａ・Ｂあわせて９２％ 

生徒対象アンケート結果、Ａ・Ｂ合わせて９２％となり、判定基準の７５％以上を大きく
上回った。今回の結果に安心することなく取り組んでいきたい。また、２学期以降は残暑の
厳しい季節から冬へと向かい、体調を崩しやすい時期となり、冬季にはインフルエンザの流
行も予想されるので、生徒の健康に対する意識がさらに向上するよう努めたい。 

３   社会貢献や環境に

対する意識を高める

ため、工業学習成果の

提供やボランティア

活動等を積極的に行

い、地域社会との連携

を深める。 

①  社会に貢献する大切さや
必要性を認識するために、
地域ボランティア活動や校
外での一日一善運動を推奨
する。 

地域ボランティア活動や一日一善運動を通して社会貢献の大切さ
を理解しているか。 
 Ａ 十分理解している 
 Ｂ ある程度理解している 
 Ｃ あまり理解していない 
 Ｄ 全く理解していない 

生徒対象に 

７月にアンケート調査 

 Ａ：５１％ Ｂ：４６％ 

 Ｃ： ３％ Ｄ： ０％ 

評価：Ａ・Ｂあわせて９７％ 

 生徒対象アンケート結果、Ａ・Ｂ合わせて９７％の生徒が社会貢献の大切さを理解していると
回答した。地域のボランティアや「一日一善運動」への意識の高さが読み取れる。今後は、日々
の生活の中で実践できる生徒の育成を図らなければならない。生徒会活動・部活動・クラス活動
の中で、具体的な取組を提案し、生徒の意欲を尊重し社会に貢献できる生徒を育てていきたい。 

②   環境保全のこれまでの取
組を向上させ、ゴミ分別や
環境保全が正しく行われて
いるかを評価し、美化意識
の向上を目指す。 

平均１８点以上の教室が 
  Ａ ９０％以上 
 Ｂ ８０％以上 
 Ｃ ７０％以上 
 Ｄ ７０％未満 

ＩＳＯ委員により、６月に教室
清掃を１週間調査 

（１日２０点満点で評価） 

平均点が１８点以上のクラ
スは、６クラス ６７％ 

評価：Ｄ 

 ７月に学校行事が多いため、６月に調査を行った。昨年度の最終評価で目標達成したクラ
スが５クラス（５６％）であり、今回は６クラスとなった。全体の平均は１８.２点であり、
３クラスが目標とする１８点に届かなかった。日頃からの清掃は社会人として重要なことで
あり、２学期以降も継続的にしっかりと清掃を行うことを学校全体で取り組めるよう、目標
を達成できなかったクラスに不備な点を指摘する等の働きかけをし、全クラスが目標達成で
きるようにしたい。 

 環境保全（ゴミの分別・節水・節電等）に取り組んでいる 
 Ａ ９０％以上 
 Ｂ ８０％以上 
 Ｃ ７０％以上 
 Ｄ ７０％未満 

生徒対象に 

７月にアンケート調査 

 Ａ：４４％ Ｂ：４６％ 

 Ｃ： ９％ Ｄ： １％ 

評価：Ａ・Ｂ合わせて９０％ 

 生徒対象アンケート結果、Ａ・Ｂ合わせて９０％の生徒が環境保全に取り組んでいると回
答した。９０％は例年とほぼ同じ数値である。 
今後も継続して、環境保全とともに環境美化についても生徒の意識の高揚と実践力を培っ

ていきたい。 

学校関係者評価委員会の評価 

・ボランティアについて、生徒たちが休日や登校時、帰宅後に、地域で何か活動を自発的にやるようになって行って欲しい。学校に来る時に空き缶を拾ってくる等でも良いと思う。ボランティアとい
うことは、先生方が号令を掛けてやるのではなく、それ以外でどれだけやったかということであり、それをちょっと褒めてやったり、拾いあげて公開してあげたりというようなＰＲができれば良い。 

・保健指導の資料で、熱中症の予防で頂いた資料には教室へのエアコン設置について触れてあるが、どの様になっているのか教えて欲しい。 
・防犯カメラについて、隣の羽咋高校に設置されたが、羽咋工業高校には設置しないのか。主要な１ヶ所に付けて、１週間リピートするもので３０万とかになるが、やはり防犯カメラが付いていると、
事故があったときにはきちっと対応して頂けるように思う。 

・これだけ生徒も先生も頑張っている学校なので、何とか定員割れしないようにして欲しい。保護者の口コミやＰＴＡの方の印象は、すごく影響が大きいと思う。新聞の折込チラシや私学がやってい
る Yahoo Japanのトップページのバナー広告も有効かもしれない。 

学校関係者評価委員会の評価を 

踏まえた今後の改善策 

・休日は、部活動の練習があって地域ボランティアは難しいが、地域から要望のあった看板やごみステーション、模型などの「ものづくり」等で協力している。また、外部からの心の温まるお礼の電
話などは、毎日の昼食時の校内放送で全校生徒に伝えている。今後もできる限り地域に貢献して行きたい。 

・教室へのエアコン設置については、次年度の導入に向けて前向きに検討している。普通教室・特別教室・視聴覚室の設置について、１１月の臨時ＰＴＡ総会で承認を得たいと考えている。 
・防犯カメラに関しては、能登高校の事件が起こり、県の予算がつくようになってきている。本校は広い敷地と多くの校舎があり、出入りできる所も大変多いため、今のところは具体的に考えていない。 
・定員確保については、「羽工だより」を入学生の出身中学の１～３年生全員に配布しているが、今後は新聞折込も行って地域の保護者に見て頂こうと考えている。また、中学生の保護者と中学校の
先生方が意外と専門高校のことをよく知らないことが多くて、進路指導の弱さも感じるので、これからの「学校訪問」や中学校主催の「高校説明会」でしっかりと説明したい。 

 


